ハンドマイク街頭演説原稿例　総選挙の結果について
二〇二六年二月十一日　日本共産党埼玉県委員会・作成

　ご近所のみなさん、こんにちは。日本共産党です。この場所をお借りして、日本共産党の政策を訴えさせていただきます。しばらくの間ご協力をお願いいたします。
　二月八日に行われた衆議院総選挙で、日本共産党は解散前の八議席から四議席へと、大変重大な後退となりました。比例代表では全国四議席獲得し、埼玉を含む北関東ブロックでは塩川鉄也国会対策委員長の議席を守ることができました。小選挙区では沖縄一区の宝の議席を、接戦の結果失ってしまいました。選挙期間中、みなさんには大きなご支援、ご協力をいただき、ありがとうございました。私たちは、今度の選挙から深い教訓を引き出し、今後のたたかいに必ず生かし、次の機会には捲土重来（けんどちょうらい）を果たす決意です。引き続きのご支援、ご協力をいただきますようお願いいたします。
　さてみなさん、総選挙の結果、自民党が単独で三分の二を超える議席を獲得しました。前回、二〇二四年の総選挙に比べて、確かに自民党の得票数は増えました。しかし、選挙で投票した有権者の三分の二の得票を得たわけではありません。特に、選挙区と違って各党が出そろう比例代表で見ると、自民党の得票は三十六・七％、三分の一を超えた程度でしかありません。小選挙区制というしくみが、いわば「虚構の多数」をつくりあげたと言わざるを得ません。このことも忘れるわけにはいかないのではないでしょうか。
　そして総選挙の結果、戦争放棄・戦力を持たないと決めた憲法九条の改定をはじめとする、日本を戦争できる国に変えていくという点で、大変危険な状況が生まれています。自民党はじめ戦争する国づくりをめざす勢力が大きく伸びました。立憲民主党は公明党に飲み込まれる形で中道改革連合に合流し、自民党政治の流れに組み込まれてしまいました。日本共産党は選挙中、「高市・自民党の強権政治を許してはならない」「改憲への白紙委任状を渡してはならない」と強く訴えてまいりました。この公約を実現するため、日本共産党は多くの国民のみなさんと手をたずさえ、全力をあげる決意です。
　ところでみなさん、総選挙ではどんな政策をやってもらいたいと期待して投票されたでしょうか。三分の二の議席を獲得した自民党ですが、選挙期間中、高市総理は自身の政策、公約の内容について具体的に語ることから逃げ続けてきました。何をやろうとしているか、はっきりさせずに多数の議席を獲得し、選挙に勝ったから何をやってもいい、などということを認めるわけにはいきません。日本共産党は世論と国民の運動で高市政権を包囲し、希望のもてる新しい政治をひらくために、あらゆる分野での国民のたたかいを起こすことを呼びかけるとともに、みなさんといっしょに全力でがんばる決意を重ねて申し上げます。引き続きのご支持、ご協力をよろしくお願いします。
　日本共産党の発行する「しんぶん赤旗」は、自民党の裏金問題を最初に取り上げました。週一回発行の「日曜版」の電子版が、たいへんご好評をいただいています。この機会に「しんぶん赤旗」をぜひお読みいただきますようお願いいたしまして、この場所をお借りしての日本共産党の政策の訴えを終わります。ご協力ありがとうございました。（了）
